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第16章　神明後遺跡の調査

Ⅰ　遺跡の立地と環境

　神明後遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約300ｍ、

さかい川の谷頭部から約1,500m下った右岸に位置し、

標高12～16m、現谷底との比高差は1.5mを測る。さか

い川は本遺跡付近から崖を形成し始め、本遺跡をのせ

る南側台地は急斜面、対岸の北側は緩やかな斜面を形

成している。

　周辺の遺跡は、上流に中沢前遺跡、下流に浄禅寺跡

遺跡・苗間東久保遺跡が隣接し、さかい川の対岸には

富士見市の外記塚遺跡がある。

　遺跡周辺は古くからの集落があり、現在でも大きな

屋敷地が多く大きな開発もなかったが、ふじみ野駅の

開設に伴い徐々に再開発が進みつつある。

　本遺跡の最初の調査は1987年に町史編纂事業の一環

として行なわれた。その後1993年に新駅へ延びる道路

をはじめ、2008年１月現在30地点で試掘調査および発

掘調査が行なわれている。

　これまでの調査で縄文時代中期後半～後期前半の住

居跡、奈良時代から平安時代の住居跡、中世の建物跡

などの遺構を検出した。

Ⅱ　神明後遺跡第31地点

（１）調査の概要

　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より2007

年７月10日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部

に立地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存

在を確認するために試掘調査を実施した。

　試掘調査は2007年８月３日から７日まで行なった。

幅２ｍのトレンチを４本設定し、重機による表土除去

後、人力による表面精査を行なった。近・現代とみら

れる建物跡等の撹乱と、調査区北東隅で土坑２基を確

認した。写真撮影・全測図等記録保存を行ない、試掘

調査を終了した。

（２）遺構

　土坑は２基とも覆土層の観察等から同様の遺構とみ

られ、植栽痕の可能性がある。

①土坑

（単位㎝）
遺構名 平面形態 確認面径 底径  深さ 
土坑1 円形 83×（75） 31×22 21.9
土坑2 円形 83×80 36×34 23.8

第32表　神明後遺跡第31地点土坑一覧表
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Ⅲ　神明後遺跡第32地点

（１）調査の概要

　調査は個人住宅建設に伴うもので、原因者より2008

年２月18日付けで「埋蔵文化財事前協議書」がふじみ

野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央部

に立地しているため、申請者と協議の結果、遺構の存

在を確認するために試掘調査を実施した。

　試掘調査は2008年３月13日に行なった。幅１ｍのト

レンチを２本設定し、重機による表土除去後、人力に

よる表面精査を行なった。

　調査の結果、１トレンチ中央部で遺構らしきプラン

トと土層を確認したが、大部分を撹乱されており広が

り等は不明である。近・現代とみられる建物跡やイモ

ビツ跡等の撹乱が調査区全体に広がっており、遺構も

破壊されている可能性が高い。なお、旧石器時代の確

認調査は行なっていない。

　出土遺物は、表土層から泥メンチ１点が出土した。

重さ4.79ｇである。

　写真撮影・全測図等記録保存を行ない、試掘調査を

終了した。 

第45図　神明後遺跡第31・32地点遺構配置図（1/300）、土層図（1/150）、土坑（1/60）、出土遺物（1/4）
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神明後遺跡第31地点試掘調査トレンチ１ 神明後遺跡第31地点試掘調査トレンチ４

神明後遺跡第31地点土坑１・２ 神明後遺跡第32地点試掘調査トレンチ１

神明後遺跡第32地点試掘調査トレンチ２ 苗間東久保遺跡第25地点試掘調査全景

苗間東久保遺跡第25地点試掘調査トレンチ１、ピット１～３ 神明後遺跡第32地点・苗間東久保遺跡第25地点
出土遺物


